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令和５年度　社会福祉法人斑鳩町　社会福祉協議会　事業計画・予算
基 本 目 標 　 み ん な で 考 え 、 み ん 　 な で 目 指 す 、 豊 か な ま ち づ く り

　社会福祉協議会は、様々な課題を抱える高齢者・障害者・ひとり親家庭などに対して継続的な支援を
展開するため、家族・親族等をはじめ、地域住民のみなさまとともに、支える側・支えられる側という
概念を超えた福祉のまちづくりを目標に、地域コミュニティの一層の活性化に取り組みます。
　そのために、本会が培ってきた地域づくりの経験や地域のさまざまな団体とのネットワークを活用す
ることで、地域に助け合い、支え合いによる仕組みづくりをすすめます。
　令和５年度は、地域福祉を進めていくための担い手として、生活支援サポーターの養成や誰もが参加
できる居場所づくり、子育て中の世帯の見守りなどに取り組み、子どもたちが幸せに成長でき、だれも
が健やかに安心して暮らしつづけられるまちを目指した事業を実施します。

社会福祉協議会とは？
　社会福祉法第１０９条に基づき「社会福祉・地
域福祉の推進」を目的として全国の都道府県、
市町村に設置された、社会福祉法人格をもつ
団体です。
　事務局は生き生きプラザ斑鳩（斑鳩町総合
保健福祉会館）１階にあります。

第６次発展・強化計画を策定しました
　社会福祉協議会では、地域の様々な福祉課題について、
地域のみなさまとともに考え、互いに協力して福祉のまちづ
くりを進めるために「発展・強化計画」を策定しています。
　『安心して暮らせる「つながり」と「しくみ」づくり』『住民
の福祉活動への理解と参加の促進』『社会福祉協議会の地域
福祉推進の基盤づくり』を３つの活動目標としています。
　第６次計画の期間は、令和５年４月から令和９年３月までとな
ります。

社会福祉協議会のシンボルマーク
　「社」の字を図案化し、「手をとりあって、明るい
しあわせな社会を建設する姿」を表現しています。
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令和５年度　社会福祉法人斑鳩町　社会福祉協議会　事業計画・予算
基 本 目 標 　 み ん な で 考 え 、 み ん 　 な で 目 指 す 、 豊 か な ま ち づ く り

令和５年度　予算　91,359千円
令和５年度の支出予算額
地域福祉活動推進事業（20,390千円）
・小地域福祉活動の組織化支援と活動の促進
・ボランティアの育成と活動の促進
・総合相談窓口
・買い物支援事業
　　高齢者等を対象に、乗り合わせで商店まで
　送迎する事業を実施しています。
・高齢者等外出支援事業（生き生き号の運行）
・まごころドライブの実施

生活支援コーディネーター配置事業（5,700千円）
　　高齢になっても安心して地域で生活ができるよ

う、住民どうしの支え合いのしくみをつくります。
包括的支援体制整備事業（1,900千円）
　　生活課題や地域課題を制度の垣根なく、町全

体で解決を進める支援体制の確立を進めます。
子どもの見守り強化事業（3,060千円）

法人運営事業等（41,027千円）
善意銀行運営事業（550千円）
生活福祉資金貸付事業（399千円）
共同募金配分金事業（2,839千円）
〈赤い羽根共同募金〉
　・社協だよりの発行　・社会福祉大会の開催
　・福祉教育セミナーやいきいき体験教室 など
〈歳末たすけあい募金〉　・歳末激励訪問

ボランティア基金事業（10,118千円）
リフト付乗用車移動支援事業（200千円）
車椅子昇降用リフト付マイクロバス管理運行事業
� （4,201千円）
聴覚障がい者支援事業（688千円）
　・手話奉仕員養成講座・聞こえのサポーター養

成講座の実施
災害時避難支援体制整備事業（287千円）

令和５年度の主な収入予算額
会費収入（1,850千円） 斑鳩町からの補助金（30,172千円）
斑鳩町からの受託金（15,959千円） 県社協や郡社協からの補助金・受託金（589千円）
寄付金収入（500千円）
共同募金配分金収入（2,824千円）（赤い羽根共同募金配分金や歳末たすけあい募金配分金）
その他の収入（39,465千円）　
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『災害ボランティアセンター設置運営訓練』を
　　　　　　　　　　　　　　　実施しました！　　

訓練の様子

　斑鳩町中央公民館で災害ボランティアセンター設置運営訓練を行いました。
　災害ボランティアセンターとは、災害時に被災地での災害ボランティア活動を円滑に進めるた
めの拠点です。近年では、大きな災害に見舞われた被災地の多くで設置され、被災者とボランティ
アをつなぐ役割を果たしています。
　今回の訓練は、生駒郡内の４町の社会福祉協議会の職員を対象として実施し、奈良県防災士会
の方々にオブザーバーとして参加いただきました。
　当日は、災害ボランティアセンターのスタッフ側とボランティア側に分かれて模擬訓練を行いま
した。
　参加者からは、「実践に近い訓練をすることで、本番さながらの緊張感があった。」「災害ボラン
ティアセンターのイメージをしっかりと持つことができた。」といった声がありました。

　センターに来所したボランティアの受付やボラン
ティア活動保険加入の手続きを行います。

　被災者から受付けたニーズ（困りごと）とボラン
ティアをつなぎ、必要な活動について説明します。

　被災した方がどんな支援を必要としているのか聞
き取りを行います。

　活動場所の地理的情報や被災状況を伝え、現地へ
送りだします。

3月
4日㈯

▲ボランティアの受付

▲ニーズ（困りごと）とボランティアのマッチング

▲ニーズ（困りごと）受付

▲ボランティアの送り出し
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Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た

　
　
小
地
域
福
祉
会
連
絡

会
を
開
催
し
ま
し
た

�

生
き
生
き
体
験
教
室

「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
体
験
」

　

斑
鳩
町
赤
十
字
奉
仕
団
主
催
で
、
災
害
発
生

時
の
避
難
所
で
の
対
応
を
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
通
じ
て
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
外
国
人
観

光
客
や
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
を
希
望
す
る
人
、

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
の
で
手
話
や
筆
談
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
人
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
避
難
者
へ
の
対
応
を
学
び
、
訓
練
の
積
み
重

ね
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
小
地
域
福
祉
会
の
代
表
の
み
な
さ
ま
に
出
席
い

た
だ
き
、
情
報
交
換
を
行
う
連
絡
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
小
学
校
区
ご
と
の
地
区
別
で
開
催
し
、
互
い
の

活
動
の
情
報
交
換
や
、
社
協
の
活
動
に
関
す
る
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」
な
ど
切
実
な
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
活
動
が
制
限
さ
れ

た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
考
え
方
が
多
様
化
す

る
な
か
、
地

域
福
祉
活
動

を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い

く
の
か
、
社

協
は
地
域
の

み
な
さ
ま
と

一
緒
に
考
え
、

体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
新
し
い
趣
味
や
学
習
活
動
等
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
い
き
い
き
体
験
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
奈
良
県
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
３

名
の
講
師
を
招
き
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
と
は
細
長
い
杖
（
キ
ュ
ー
）

で
円
盤
（
デ
ィ
ス
ク
）
を
押
し
だ
し
、
得
点
を
争

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
参
加
者
か

ら
は
、
「
気

軽
で
簡
単
に

で
き
る
が
、

意
外
に
奥
が

深
く
て
楽
し

い
」
と
い
っ

た
声
が
あ
り

ま
し
た
。

2月
20日㈪

3月
8日㈬

3月
9日㈭
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令
和
４
年
度

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　
閉
講
式

　
令
和
４
年
度
の
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編　
23
回
）（
基
礎
編　
30
回
）
の
全
日

程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
手
話
を
学
べ
る
場
を
作
る
こ
と
で
、
手
話
に
つ
い
て
理
解
を
ひ
ろ
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
の
内
容
は
、
実
技
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
入
門
編
・
基
礎
編
に
分
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
学
生
・
主
婦
・
会
社
勤
め
の
人
な
ど
、
入
門
編
16
名
、
基
礎
編
６
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
、
修
了
要
件
を
満
た
し
た
受
講
生
に
、
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
活
用
し
た
い
。」「
思
っ
た
よ
り
も
難
し
く
な
か
っ

た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
・
通
訳
者
・
参
加
者
の
み
な
さ
ま
、
長
い
期
間
の
講
座
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
令
和
５
年
度
も
、
入
門
編
を
修
了
し
た
人
を
対
象
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
と
し
て
基
礎
編
を
実
施
し
ま
す
。

〈
期
　
間
〉
令
和
５
年
５
月
25
日
～
令
和
５
年
12
月
21
日
ま
で
の
木
曜
日

　
　
　
　
　
全
30
回
（
11
／
23
を
除
く
）

〈
時
　
間
〉
午
後
７
時
～
９
時

〈
場
　
所
〉
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩　
　
　
　
　
　

〈
定
　
員
〉
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
※
お
申
し
込
み
が
３
名
以
下
の
場
合
は
、
講
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

〈
講
　
師
〉
小
山
康
子
氏

〈
通
　
訳
〉
斑
鳩
町
登
録
手
話
通
訳
者

〈
対
象
者
〉
町
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編
）

を
修
了
し
た
方　
　
　
　

〈
費
　
用
〉
な
し
※
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う
」
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、
テ
キ
ス
ト
代
（
３
、３
０
０
円
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉
５
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

※
会
場
の
管
理
運
営
の
都
合
に
よ
り
、日
程
の
変
更
や
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

�

（
基
礎
編
）
受
講
生
募
集

▲基礎編の最終日は手話で昔話を朗読しました。

▲入門編の最終日は手話で自己紹介をしました。
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斑鳩町法隆寺1-7-23

●
広
告
枠
●

斑鳩町法隆寺1-7-23

車
椅
子
昇
降
用
リ
フ
ト
付

�
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
や
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
活
動
の
促
進
の
た
め
、
車
い
す
昇
降
用
リ
フ

ト
付
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
点
か
ら
、
利
用
人
数
な
ど
に一部
制

限
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
、
感
染
対
策
を
徹
底

し
、
制
限
を
解
除
し
ま
す
。

〈
利
用
団
体
〉
町
在
住
の
人
で
構
成
さ
れ
る
次
の
団
体

　
　
　
　
　
　
①
60
歳
以
上
の
高
齢
者
団
体

　
　
　
　
　
　
②
障
害
者
団
体

　
　
　
　
　
　
③
福
祉
関
係
団
体

〈
運
行
時
間
〉
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

〈
費
　
　
用
〉
無
料
（
た
だ
し
、
有
料
道
路
通
行
料
・
駐
車
料
金
・
運
行

が
生
駒
郡
外
と
な
る
場
合
の
燃
料
費
等
は
利
用
者

の
負
担
と
な
り
ま

す
）

〈
運
行
範
囲
〉
走
行
距
離

　
　
　
　
　
　
往
復
３
０
０
ｋｍ
以
内

〈
利
用
人
数
〉
20
名
及
び
車
椅
子
使
用
者

２
名
ま
で

〈
申
　
　
込
〉
利
用
日
の
２
か
月
前
か
ら

１
か
月
前
の
間
に
、
社
協

窓
口
で
お
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

第３回 まごころドライブにご協力ありがとうございました
　令和５年３月１日から20日までの間に実施した「まごころドライブ」には、13名の方から、
119㎏の支援物資が集まりました。
　集まった物資は、子育て世帯の支援等に有効に活用させていただきます。

ご寄付いただいた物資
種　類 数量（重量にて集計）

食　品 米・乾麺・レトルト食品・缶ジュース　等 114kg
生活用品 テッシュ・トイレットペーパー・石鹸・洗剤　等 3kg
文房具 鉛筆・ボールペン・ノート・消しゴム　等 2kg

合　計　 119kg



再生紙を使用しています この社協だよりは共同募金の配分金により作成しています

〒636－0142 生駒郡斑鳩町小𠮷田1－12－35　

（電話）０７４５－７４－５１２２
（FAX）０７４５－７４－５０１１

社会福祉法人
斑鳩町社会福祉協議会

本会が実施している
サービスへの
ご意見・苦情の受付について

【担当】総務係 安井 まで

氏　　名 金額（円） 目的（払出先）

陶芸土の会
10,000 NPO 法人　あゆみの家

10,000 NPO 法人　虹の家

陶芸クラブ 5,200 任意

善意銀行にご寄附ありがとうございます【令和5年2月1日～令和5年3月31日】
（敬称略）

お預かりしたご寄附は、斑鳩町の福祉増進のために活用させていただきます。みなさまの善意をお待ちしています。

　社協では、住民のみなさまの参加と協力による地域福祉活動を進めるため、
会員を募集しています。　会費は社会福祉協議会窓口で受け付けています。

一般会費　１口　500円　　賛助会費　１口　5,000円

　上記以外にも、ポップコーン機や綿菓子機、プロジェクター、非接触体温計等も貸出しています。
地域の交流やふれあいを目的とした活動に無料で貸し出していますので、ぜひご利用ください。

会費は以下のとおり活用しています
　一般会費　　●小地域福祉活動の推進　　　●福祉教育の推進
　　　　　　　●ボランティア活動の推進
　賛助会費　　●社協運営費の一部

　地域のサロン活動等で活用
いただける、飛沫防止用アク
リルパネルです。（大きさ 縦
60㎝×横40㎝）
30枚まで貸出し可能です。

　漫談や特殊詐欺防止等の
DVDを追加しました。
　そのほかにも貸出DVDがあ
りますので、詳しくはお問い
合わせください。

社会福祉協議会会員にご加入をお願いします

社協貸出物品に、アクリルパネルとDVDを追加しました

～あなたの会費が地域を支えます～


